
仙台タ
ー

ミナルケアを考える会

第1 1 1 回 ｢ 生と死｣ のセミナ ー

｢ 死別前の気がか りと死別経験後の気がかりと｣

日時 : 2 0 09 年 ( 平成 2 1 年) 了月 1 1 E] ( 土) 1 3 : 3 0 - 1 5 : 3 0

講師 : 宮 林 幸 江 (みやばやし さちえ) さん

宮城大学 看護学部 教授

白本グリー フケア協会､ 悲嘆サポ ー ト ｢ オアシス｣ を主宰

会場 : 青年文化セ ンタ ー

エ ッグホ ー ル (地下鉄 ･ 旭丘軒下車､ 徒歩3 分)

参加費 : 無料

講師からの メ ッ セ
ー ジ :

夫を大腸がんで亡 くして ､ 早 < も 10 年になります ｡ 写で は､ 以前とは 1 80 歴とい っ

てよい< らい違 っ た生活になっ ています ｡ 夫の療が見つ か っ たときに は､ 矧こ両親そろ

っ て半身麻捧で介護中で した ｡ 夫の場合､ 毎月の検査に何の徴候も見当たらすだ っ た け

れども､ 開腹して みると手術もできず手術室をでました ｡ 余命も半年と宣告されました ｡

末期の癌といわれて も療と戦うべ< ､ 帯しに聞< 食事療法( ゲル リン療法) やこ のほか､

藁であることを知りつつ も ､ 時にある療法は掴んで みるという繰り返しで した ｡ おおよ

そ 2 年間の闘病で した｡ 戦いが終わり ､ 葬儀と
一 周忌を済ませ た頃です ｡ 全て の了†毒か

ら開放され不安定な中にも
一

見安定が訪れる筈セした . しか し､ 通奏低書のように悲し

みが糸を引さ､ またどこか緊張感のような焦りの ような感覚もあり､ 無我夢中の延長で

いつ の まにやらS Ej に至っ た感じがあります ｡

1 0 年目という節目を迎 えるにあたり､ わが道を少し振り返 っ てみて雑感を述べよう

と思い ます ｡

主催 : 仙台タ
ー

ミナルケアを考える会

問合せ先 : 事務局 T E L ･ F A X O 22 - 21 1 - 1 了1 8

( 但し､ 毎週水曜日1 3 : 0 0 - 1 6 :0 0)




